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『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
見
え
る
病
因
論
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
か
ら
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
ま
で
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
を
さ
か
の
ぼ
る

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

影

山

教

俊

◆
プ
ロ
ロ
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グ

現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
は
、
宗
教
に
い
っ
た
い
何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
葬
儀
・
法
要
と
い
う
葬
祭
儀
礼
に
対
す
る

社
会
的
な
要
請
、
い
わ
ゆ
る
「
家
の
宗
教
」
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
れ
は
既
存
の
伝
統
的
な
仏
教
教
団
と
、
そ
れ
に
属
す
る
寺
院
や
僧
侶

の
一
手
販
売
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
戦
後
の
六
〇
年
間
に
わ
た
る
宗
教
の
動
向
を
眺
め
れ
ば
、
葬
儀
・
法
要
の
葬
祭
儀
礼
を
目
的
と
し
な
い
、
ヒ
ト
の
幸
せ
や
生

き
甲
斐
と
い
う
「
個
人
に
要
請
さ
れ
る
形
」
の
新
興
宗
教
や
新
宗
教
教
団
の
台
頭
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

創
価
学
会
は
、
会
員
総
数
は
公
称
八
二
一
万
世
帯
（
実
数
で
は
三
五
〇
万
世
帯
程
度
）
と
い
い
、
今
回
の
参
院
選
で
も
な
ん
と
八
六
二
万

票
を
集
め
、
公
明
党
は
政
権
与
党
に
参
画
し
、
自
民
党
の
政
権
基
盤
を
支
え
て
い
る
。

ま
た
会
員
の
寄
付
行
為
な
ど
で
年
間
四
〇
〇
〇
億
円
以
上
の
収
入
が
あ
り
、
総
資
産
は
一
〇
兆
円
と
も
い
わ
れ
、
収
益
事
業
で
は
年
商

一
八
一
億
円
と
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や

と
肩
を
並
べ
る
大
企
業
な
の
で
あ
る
。
＊
１

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
ら
新
宗
教
な
ど
の
教
団
が
台
頭
す
る
の
は
「
現
代
人
が
無
意
識
裡
（
本
能
的
）
に
求
め
て

い
る
個
人
の
宗
教
的
な
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
る
」
か
ら
で
あ
り
、
現
時
点
で
そ
の
ニ
ー
ズ
が
「
葬
儀
・
法
要
の
葬
祭
儀
礼
」

で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
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で
は
こ
の
よ
う
な
現
代
人
の
求
め
る
宗
教
的
な
ニ
ー
ズ
な
る
も
の
が
、
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
と
気
づ
く
た
め
に
は
、
仏
教
と
い
う
宗

教
の
思
想
的
な
理
解
で
は
な
く
、
ま
ず
仏
教
が
切
れ
ば
血
の
で
る
人
間
の
生
き
様
に
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
と
く
に
そ
の
時
代
の
仏
教
者
が
、
身
体
の
あ
り
方
や
病
気
と
い
う
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
あ
り
方
は
、
仏
教
と
い
う
宗
教
の
信
行
生
活
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ど
う

し
て
も
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
、
仏
教
と
い
う
宗
教
が
も
っ
て
い
る
機
能
的
な

側
面
が
理
解
で
き
、
そ
れ
と
同
時
に
現
代
人
の
宗
教
的
な
ニ
ー
ズ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
「『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
見
え
る
病
因
論
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
の
時
代
の
仏
教
者
が
、
ど
の
よ
う
に
身
体
の
あ
り

方
や
、
病
気
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
文
化
史
的
な
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

１

日
蓮
聖
人
の
ご
遺
文
に
見
ら
れ
る
医
療
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
の
ご
遺
文
を
拝
読
す
る
と
、
そ
の
宗
教
的
な
思
想
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の
文
化
史
的
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

ま
ず
日
蓮
聖
人
が
身
延
山
で
講
義
さ
れ
た
折
り
に
、
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
図
録
に
『
五
行
事
』
が
あ
る
。
＊
２

○
木

不
殺
生
戒

肝
臓

眼
根

酢
味

東
方

青
色
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春青
雲

魂歳
星

○
火

不
飲
酒
戒

心
臓

舌
根

苦
味

南
方

赤
色

夏赤
雲

神
惑
星

○
土

不
妄
語
戒

脾
臓

身
根

甘
味

中
央

黄
色

土
用
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黄
雲

意鎭
星

○
金

不
偸
盗
戒

肺
臓

鼻
根

辛
味

西
方

白
色

秋白
雲

魄大
白
星

○
水

不
邪
淫
戒

腎
臓

耳
根

鹹
味

北
方

黒
色

冬黒
雲
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志辰
星

こ
の
図
録
は
一
見
す
る
と
何
や
ら
占
い
の
た
ぐ
い
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
時
代
の
医
療
が
病
症
や
治
療
方
針
の
基
準
と
し
た

「
陰
陽
五
行
色
体
表
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
蓮
聖
人
が
、
そ
の
時
代
の
五
行
思
想
に
も
と
づ
く
医
学
的
な
知
識

を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
次
に
挙
げ
る
二
つ
の
ご
遺
文
に
は
、
そ
の
時
代
の
医
療
に
関
す
る
情
報
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
『
聖
人
御
難
事
』
に
は
「
我
等
現
に
は
此
大
難
に
値
と
も
後
生
は
仏
に
な
り
な
ん
。
設
ば
灸
治
の
ご
と
し
、
当
時
は
い
た
（
痛
）

け
れ
ど
も
後
の
薬
な
れ
ば
い
た
く
（
疼
）
て
い
た
か
ら
ず
」
＊
３
と
あ
り
、『
治
部
房
御
返
事
』
に
は
「
而
ど
も
日
蓮
が
法
華
経
を
弘
通

し
候
を
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
に
至
ま
で
御
あ
だ
み
候
故
に
、
一
切
の
神
を
敬
ひ
一
切
の
仏
を
御
供
養
候
へ
ど
も
、
其
功
徳
還
て
大
悪
と

な
り
。
や
い
と
（
灸
治
）
の
還
て
悪
瘡
と
な
る
が
如
く
、
薬
の
還
て
毒
と
な
る
が
如
し
」
＊
４
と
あ
る
。

こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
こ
の
『
聖
人
御
難
事
』『
治
部
房
御
返
事
』
の
二
つ
に
は
、「
お
灸
の
そ
の
時
の
痛
さ
は
、
そ
の
後
の
薬
と
な

る
」
こ
と
、「
お
灸
の
跡
が
化
膿
す
る
に
は
、
薬
が
毒
と
な
る
」
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
灸
治
療
の
効
能
を
な
ぞ
る
形
で
教
え
が
示
さ

れ
て
い
る
。

『
日
本
医
学
史
綱
要
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
鎌
倉
時
代
に
は
、
平
安
期
に
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
医
心
方
』
全
三
十
巻
（
九

八
二
年
）
の
医
学
が
流
布
し
て
お
り
、『
黄
帝
内
経
』（『
素
問
』『
霊
枢
』）
な
ど
に
見
ら
れ
る
陰
陽
五
行
説
を
基
礎
と
す
る
、
本
草
、
薬

性
、
鍼
灸
、
養
生
、
服
石
、
房
内
、
餌
食
な
ど
の
医
療
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
＊
５

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
蓮
聖
人
が
活
躍
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）
の
医
療
は
、
お
お
よ
そ
現
代
に
い
う
と
こ
ろ
の
漢
方
医
学

で
あ
り
、
日
常
生
活
の
中
で
は
、
そ
の
う
ち
の
灸
治
が
養
生
法
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
晩
年
の
『
中
務
左
衛
門
尉
殿
御
返
事
』
に
は
「
夫
れ
人
に
二
病
あ
り
。
一
に
は
身
の
病
。
所
謂
地
大
百
一
・
水
大
百
一
・
火
大
百

一
・
風
大
百
一
、
已
上
、
四
百
四
病
。
此
の
病
は
治
（
持
）
水
・
流
水
・
耆
婆
・
扁
鵲
等
の
方
薬
を
も
つ
て
此
れ
を
治
す
。
二
は
心
の

病
、
所
謂
三
毒
乃
至
八
万
四
千
の
病
也
。
仏
に
有
ら
ざ
れ
ば
二
天
・
三
仙
も
治
し
が
た
し
。
何
に
況
ん
や
神
農
・
黄
帝
等
の
力
及
ぶ
べ
し

や
」
＊
６
と
、『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
に
は
「
夫
れ
人
に
二
の
病
あ
り
。
一
に
は
身
の
病
、
所
謂
地
大
百
一
・
水
大
百
一
・
火
大
百

一
・
風
大
百
一
。
已
上
、
四
百
四
病
也
。
此
病
は
設
ひ
仏
に
有
ざ
れ
ど
も
治
之
。
所
謂
治
水
、
流
水
、
耆
婆
、
扁
鵲
等
が
方
薬
此
を
治
す

る
に
い
ゆ
て
愈
（
癒
）
ず
と
い
う
事
な
し
。
二
に
は
心
の
病
、
所
謂
三
毒
、
乃
至
八
万
四
千
の
病
也
。
此
病
は
二
天
、
三
仙
、
六
師
等
も

治
し
難
し
。
何
に
況
や
神
農
、
黄
帝
等
の
方
薬
及
ぶ
べ
し
や
」
＊
７
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
り
、「
身
体
の
要
素
に
は
地
大
・
水

大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
大
の
要
素
の
病
気
に
百
一
、
水
大
の
要
素
の
病
気
に
百
一
、
火
大
の
要
素
の
病
気

に
百
一
、
風
大
の
要
素
の
病
気
に
百
一
が
あ
り
、
四
大
で
四
百
四
の
病
気
が
あ
り
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。

さ
き
は
灸
と
い
う
漢
方
医
学
の
養
生
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
四
大
や
四
百
四
病
は
ど
の
よ
う
な
医
学
な
の
か
と
注
目
す
る
と
、
そ
の
引

用
文
中
に
耆
婆
や
扁
鵲
の
記
述
が
あ
る
。
耆
婆
と
は
、
ジ
ー
バ
カ
と
呼
ば
れ
る
お
釈
迦
さ
ま
の
主
治
医
で
、
そ
の
時
代
の
イ
ン
ド
医
学
の

権
威
者
で
あ
り
、
ま
た
扁
鵲
と
は
、
中
国
古
代
の
名
医
を
指
す
名
前
で
、
上
古
の
神
医
、
周
秦
時
代
の
名
医
を
扁
鵲
と
呼
び
な
ら
わ
し
た

と
い
う
。
＊
８

こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
日
蓮
聖
人
は
、
耆
婆
に
つ
い
て
、
さ
き
の
遺
文
以
外
に
は
『
可
延
定
業
御
書
』「
阿
闍
世
王
は
御
年
五
十
の
二

月
十
五
日
、
大
悪
瘡
身
に
出
来
せ
り
。
大
医
耆
婆
が
力
も
及
ば
ず
、
三
月
七
日
必
ず
死
し
て
無
間
大
城
に
堕
つ
べ
か
り
き
」
や
、『
守
護

国
家
論
』「
常
啼
・
班
足
・
妙
荘
厳
・
阿
闍
世
等
は
曇
無
竭
・
普
明
・
耆
婆
・
二
子
・
夫
人
に
値
い
奉
り
て
生
死
を
離
れ
た
り
。
此
れ
等

は
皆
大
聖
也
。
仏
、
世
を
去
っ
て
之
後
、
是
の
如
き
之
師
を
得
る
こ
と
難
し
と
為
す
」
な
ど
＊
９
に
記
述
が
あ
り
、
耆
婆
が
イ
ン
ド
医
学

の
医
師
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
扁
鵲
に
つ
い
て
も
、『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
に
「
入
道
殿
の
御
所
労
の
事
。
唐
土
に
皇

帝
・
扁
鵲
と
申
せ
し
く
す
し
（
薬
師
）
あ
り
、
天
竺
に
持
水
・
耆
婆
と
申
せ
し
人
は
こ
れ
に
は
に
る
べ
く
も
な
き
い
み
じ
き
く
す
し
也
」
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＊

と
あ
り
、
扁
鵲
が
古
代
中
国
（
唐
土
）
の
医
師
で
あ
り
、
耆
婆
が
イ
ン
ド
（
天
竺
）
の
医
師
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
知
っ
て
い
る
と

分
か
る
。

し
か
し
、
こ
の
四
大
や
四
百
四
病
と
、
イ
ン
ド
の
医
師
・
耆
婆
と
中
国
の
医
師
・
扁
鵲
と
を
同
列
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

蓮
聖
人
は
イ
ン
ド
医
学
と
中
国
医
学
の
違
い
を
明
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
四
百
四
病
は
、
地

大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
と
い
う
四
大
に
も
と
づ
く
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
の
病
因
論
に
よ
る
病
気
の
総
数
で
あ
る
。

２

四
大
に
も
と
づ
く
四
百
四
病
に
つ
い
て

で
は
、
日
蓮
聖
人
の
こ
の
四
大
に
も
と
づ
く
四
百
四
病
の
記
述
「
一
に
は
身
の
病
、
所
謂
地
大
百
一
・
水
大
百
一
・
火
大
百
一
・
風
大

百
一
。
已
上
、
四
百
四
病
也
」
を
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

周
知
の
よ
う
に
日
蓮
聖
人
は
、
修
学
の
過
程
で
天
台
宗
の
根
本
道
場
で
あ
る
比
叡
山
に
の
ぼ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
信
仰

の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
、
外
相
承
と
し
て
三
国
四
師
を
挙
げ
、
と
く
に
天
台
智

大
師
を
高
く
評
価
し
、
天
台
大
師
の
典
籍
に
よ
っ

て
、
法
華
思
想
史
上
の
正
統
系
譜
と
し
て
い
る
。
＊

こ
こ
で
天
台
大
師
の
典
籍
の
中
で
『
摩
訶
止
観
』『
天
台
小
止
観
』
な
ど
止
観
業
に
関
す
る
文
献
を
検
索
す
る
と
、
四
大
に
基
づ
く
四

百
四
病
の
具
体
的
な
記
述
は
、『
天
台
小
止
観
』「
治
病
患

第
九
」
＊

と
、『
釋
禅
波
羅
蜜
次
第
禅
門
』「
第
四
明
治
病
法
」
＊

に
見

ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
『
天
台
小
止
観
』
を
挙
げ
る
と
、「
四
大
に
よ
っ
て
病
気
に
な
る
の
は
、
も
し
も
地
大
が
増
え
る
と
、
腫
結
・
沈
重
・
身
体

の
枯
瘠
す
る
な
ど
、
百
一
の
病
気
が
生
ず
る
。
ま
た
水
大
が
増
え
る
と
、
痰

・
脹
満
・
飲
食
が
消
化
せ
ず
・
腹
病
・
下
痢
な
ど
、
百
一

の
病
気
が
生
ず
る
。
ま
た
火
大
が
増
え
る
と
、
煎
寒
・
荘
熱
・
節
々
が
痛
み
・
口
内
炎
・
鼻
が
つ
ま
り
・
大
小
便
の
通
り
が
悪
く
な
る
な

ど
、
百
一
の
病
気
が
生
ず
る
。
ま
た
風
大
が
増
え
る
と
、
身
体
の
虚
懸
・
戦
掉
・
疼
痛
・
痒
悶
・
脹
急
・
嘔
吐
・
嗽
逆
・
気
急
す
る
な
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ど
、
百
一
の
病
気
が
生
ず
る
。
経
文
に
は
、
一
大
が
不
調
な
ら
ば
、
百
一
の
病
悩
が
あ
り
、
四
大
が
不
調
な
ら
ば
、
四
百
四
の
病
気
が
一

度
に
生
ず
る
」
と
あ
る
。

ま
た
『
摩
訶
止
観
』
に
は
「
身
体
が
苦
重
に
な
り
、
堅
結
し
疼
痛
し
、
枯
痺
し
、
足
が
痿
て
、
瘠
る
の
は
、
地
大
の
病
相
で
あ
る
。
ま

た
虚
腫
し
脹

す
る
の
は
、
水
大
の
病
相
で
あ
る
。
ま
た
身
を
挙
げ
て
洪
熱
し
、
骨
節
酸
楚
し
、
嘘
吸
頓
乏
す
る
の
は
、
火
大
の
病
相
で

あ
る
。
ま
た
心
懸
け
て
、
忽

し
、
懊
悶
し
、
忘
失
す
る
の
は
、
風
大
の
病
相
で
あ
る
」
＊

と
、
四
百
四
病
の
記
述
は
な
い
が
、『
天

台
小
止
観
』
に
見
え
る
四
大
の
病
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

お
お
よ
そ
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
蓮
聖
人
の
四
大
に
も
と
づ
く
四
百
四
病
の
記
述
は
、『
天
台
小
止
観
』
や
『
釋
禅
波
羅
蜜
次
第
法

門
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
日
蓮
聖
人
が
イ
ン
ド
医
学
と
中
国
医
学
の
違
い
を
、
明
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、『
摩
訶
止
観
』「
第
七
正

修
止
観
」「
第
三
観
病
患
境
」
に
は
、
さ
き
の
四
大
の
病
相
の
前
後
に
、
そ
の
時
代
の
医
学
書
の
基
本
と
な
る
『
黄
帝
内
経
』（『
素
問
』

『
霊
枢
』）、
そ
の
病
因
論
で
あ
る
陰
陽
五
行
説
に
支
え
ら
れ
た
「
五
臓
の
病
相
」
に
関
す
る
記
述
が
、「
肝
（
臓
）
の
病
相
と
は
、
顔
に

光
沢
が
な
く
手
足
に
汗
を
か
か
ず
に
乾
い
た
よ
う
に
な
る
。
ま
た
肝
臓
（
木
性
）
の
上
に
白
い
も
の
（
金
性
）
が
あ
る
（
金
性
が
木
性
を

克
す
）
と
き
に
は
、
澄
ん
だ
目
が
赤
く
な
っ
て
痛
む
よ
う
に
な
る
。
ま
た
脈
は
緩
慢
と
な
り
目
が
白
く
か
す
む
よ
う
に
な
る
」
＊

と
示

さ
れ
て
お
り
、
天
台
大
師
は
そ
の
時
代
の
陰
陽
五
行
説
に
支
え
ら
れ
た
医
学
と
、
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
を
折
衷
し
て
理
解
し
て
お
り
、
文

献
的
な
記
述
で
は
そ
れ
ぞ
れ
を
明
確
に
分
け
ず
に
、
か
え
っ
て
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
の
病
因
論
で
あ
る
四
大
と
、
仏
教
の
概
念
で
あ
る
五

塵
や
五
根
の
概
念
を
、
中
国
に
お
け
る
陰
陽
五
行
説
に
支
え
ら
れ
た
医
学
へ
と
取
り
込
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
く
に
こ
の
よ
う
な
『
摩
訶
止
観
』
に
見
ら
れ
る
中
国
医
学
の
知
識
と
、
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
の
知
識
と
の
折
衷
に
当
た
っ
て
、
天
台

大
師
は
『
大
智
度
論
』
に
見
え
る
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
の
知
識
を
依
用
し
て
い
る
と
い
う
安
藤
俊
雄
先
生
の
指
摘
が
あ
る
。
＊
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３

天
台
大
師
が
学
ん
だ
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
に
つ
い
て

で
は
『
天
台
小
止
観
』
や
『
釋
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
経
文
に
は
、
一
大
が
不
調
な
ら
ば
、
百
一
の
病
悩
が
あ

り
、
四
大
が
不
調
な
ら
ば
、
四
百
四
の
病
気
が
一
度
に
生
ず
る
」
と
い
う
経
文
の
引
用
な
ど
、
天
台
大
師
は
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
僧

院
な
ど
へ
の
留
学
ど
こ
ろ
か
、
中
国
内
か
ら
足
を
踏
み
出
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
一
体
ど
の
よ
う
な
文
献
に
よ
っ
て

イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
の
実
際
を
学
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

天
台
大
師
が
活
躍
し
た
六
世
紀
以
前
に
訳
出
さ
れ
、
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
に
触
れ
て
い
る
文
献
を
四
大
や
四
百
四
病
で
検
索
す
る
と
、

次
の
文
献
が
見
え
て
く
る
。

ま
ず
三
世
紀
頃
に
訳
出
さ
れ
た
『
修
行
本
起
經
』「
人
に
は
四
大
が
あ
る
。
こ
の
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
に
百
一
病
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
い
ろ
い
ろ
関
わ
っ
て
四
百
四
病
が
一
度
に
生
ず
る
」
＊

や
、『
仏
医
経
』「
人
に
は
も
と
よ
り
四
つ
の
病
気
が
あ
る
。
地
大
・

水
大
・
火
大
・
風
大
が
そ
れ
で
あ
る
。
風
大
は
気
が
起
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
大
し
、
火
大
は
熱
に
よ
っ
て
増
大
し
、
水
大
は
寒
に
よ
っ

て
増
大
し
、
そ
し
て
、
地
大
（
土
）
は
力
に
よ
っ
て
盛
ん
に
な
る
。
こ
の
四
大
に
よ
っ
て
四
つ
の
病
気
が
あ
り
、
四
百
四
の
病
気
が
生
起

す
る
」
＊

が
あ
る
。

ま
た
五
世
紀
に
訳
出
さ
れ
た
『
摩
訶
僧
祇
律
』「
病
気
に
は
四
百
四
病
が
あ
る
。
風
病
に
百
一
あ
り
、
火
病
に
百
一
、
水
病
に
百
一
、

雑
病
に
百
一
が
あ
る
。
そ
し
て
、
風
病
の
治
療
に
は
油
・
脂
を
用
い
、
熱
病
に
は
酥
を
用
い
、
水
病
に
は
蜜
を
用
い
、
雑
病
に
は
そ
れ
ら

三
種
薬
を
用
い
る
」
＊

で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
文
献
は
い
ず
れ
も
、『
天
台
小
止
観
』
や
『
釋
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
の
四
大
に
関
す
る
引
用
と
相
応
し
て
お
り
、
と
く

に
『
摩
訶
僧
祇
律
』
は
よ
く
相
応
し
て
い
る
。
お
お
よ
そ
こ
れ
ら
の
文
献
あ
た
り
が
、
天
台
大
師
が
学
ば
れ
た
文
献
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
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４

イ
ン
ド
仏
教
の
医
方
明
に
つ
い
て

さ
て
こ
の
よ
う
に
、
天
台
大
師
が
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
を
理
解
す
る
た
め
の
文
献
は
、『
大
智
度
論
』
で
あ
っ
た
り
、
仏
教
伝
播
の
初

期
に
訳
出
さ
れ
た
『
修
行
本
起
經
』
や
『
仏
医
経
』
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
『
摩
訶
僧
祇
律
』
な
ど
の
律
蔵
経
典
群
で
あ
っ
た
り
、
医
学
に

関
す
る
専
門
的
な
テ
キ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
来
、
イ
ン
ド
仏
教
の
医
学
は
、
五
明
（

）
の
一
つ
の
医
方
明

（

）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
天
台
大
師
の
在
世
時
代
（
五
三
八

五
九
七
年
）
で
あ
る
六
世
紀
末
ま
で
に
中
国
へ
と

伝
播
し
た
文
献
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
医
方
明
に
相
当
す
る
テ
キ
ス
ト
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
＊

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
医
方
明
の
実
際
を
伝
え
る
文
献
と
し
て
、
天
台
大
師
没
後
の
七
世
紀
中
頃
（
在
印
期
間
六
二
九

六
四
五
年
）

に
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
を
中
心
に
遊
学
し
て
い
た
玄
奘
三
蔵
は
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
十
巻
、『
大
唐
西
域
記
』
な
ど
で
は
、
ナ
ー
ラ

ン
ダ
僧
院
生
活
の
実
際
を
伝
え
る
な
か
で
、
そ
の
学
習
コ
ー
ス
の
重
要
な
も
の
と
し
て
、
一
に
声
明
（

）、
二
に
工
巧
明

（

）、
三
に
医
方
明
（

）、
四
に
因
明
（

）、
五
に
内
明
（

）
な

ど
、
伝
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
示
し
て
、
僧
侶
た
ち
は
五
明
を
三
蔵
十
二
部
教
の
経
典
群
と
共
に
、
そ
れ
を
七
歳
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
。

＊

つ
ま
り
、
中
国
へ
と
伝
播
し
て
い
な
か
っ
た
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
は
、
七
世
紀
中
頃
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
僧
院
で
は
、
五
明
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
学
ば
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
七
世
紀
後
半
の
や
は
り
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
へ
と
遊
学
し
た
唐
代
の
訳
経
三
蔵
僧
義
浄
（
在
印
期
間
六
七
二

六
八
二
年
）
は
、

そ
の
著
書
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
の
中
で
、
当
時
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
実
践
さ
れ
て
い
た
医
方
明
の
診
療
科
目
を
挙
げ
て
い
る
。
実
際

の
診
療
科
目
は
次
の
八
つ
「
一
に
は
所
有
る
諸
瘡
を
論
ず
、
二
に
は
首
疾
を
針
刺
す
を
論
ず
、
三
に
は
身
の
患
を
論
ず
、
四
に
は
鬼
瘴
を

論
ず
、
五
に
は
悪
掲
陀
（

、
毒
）
を
論
ず
、
六
に
は
童
子
の
病
を
論
ず
、
七
に
は
長
年
の
方
を
論
ず
、
八
に
は
身
力
を
足
す
を
論

ず
」
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
こ
の
八
つ
の
診
療
科
目
を
「
一
は
内
科
外
科
を
か
ね
た
身
体
の
で
き
も
の
、
は
れ
も
の
治
療
、
二
は
頭
部
の
疾
患
で
眼
耳
鼻
や
咽
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喉
の
治
療
、
三
は
身
体
の
首
か
ら
下
の
疾
患
で
内
科
の
治
療
、
四
は
心
が
惑
わ
さ
れ
た
よ
う
な
疾
患
の
精
神
科
の
治
療
、
五
は
悪
掲
陀
と

は
毒
（

）
の
こ
と
で
毒
物
の
療
法
、
六
は
胎
内
の
子
供
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
子
供
の
治
療
、
七
は
寿
命
を
延
ば
す
療
法
、
八
は
身

体
壮
健
の
療
法
」
と
解
説
し
て
い
る
。
＊

そ
し
て
、
こ
の
八
つ
の
診
療
科
目
は
、
現
代
の
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
（
イ
ン
ド
医
学
）
の
根
本
聖
典
で
あ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ

タ
ー
』
の
第
一
巻
三
十
章
「
心
臓
に
根
を
も
つ
十
の
大
脈
管
に
関
す
る
章
」
と
、『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
総
説
篇
第
一
章

「
聖
者
ダ
ン
ヴ
ァ
ン
タ
リ
の
ス
シ
ュ
ル
タ
に
談
ぜ
ら
れ
し
ま
ま
の
吠
陀
の
起
源
の
章
」
に
同
様
の
科
目
が
見
ら
れ
る
。
＊

□
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

□
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』

一
、
腫
瘍
、
膿
瘍
な
ど
の
治
療
法
（
一
般
外
科
学
、

）

一
に
は
所
有
る
諸
瘡
を
論
ず

二
、
眼
科
や
耳
鼻
咽
喉
科
の
治
療
法
（
特
殊
外
科
学
、

）
二
に
は
首
疾
を
針
刺
す
を
論
ず

三
、
内
科
全
般
の
治
療
法
（
身
体
療
法
、

）

三
に
は
身
の
患
を
論
ず

四
、
精
神
病
治
療
（
鬼
神
学
、

）

四
に
は
鬼
瘴
を
論
ず

五
、
小
児
病
治
療
（
小
兒
科
学
、

・

）

五
に
は
悪
掲
陀
を
論
ず

六
、
解
毒
剤
の
投
薬
療
法
（
毒
物
学
、

）

六
に
は
童
子
の
病
を
論
ず

七
、
長
生
薬
論
（
不
老
長
生
学
、

）

七
に
は
長
年
の
方
を
論
ず

八
、
精
力
増
強
法
（
強
精
学
、

・

）

八
に
は
身
力
を
足
す
を
論
ず

そ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
と
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
の
八
つ
の
診
療
科
目
は
、『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
の
五

「
悪
掲
陀
を
論
ず
」
と
六
「
童
子
の
病
を
論
ず
」
が
、
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
五
「
小
児
病
治
療
」
と
六
「
解
毒
剤
の
投
薬
療
法
」

と
、
そ
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
以
外
は
、
科
目
数
と
内
容
は
そ
の
ま
ま
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
台
大
師
の
在
世
時
代
ま
で
に
、
医
学
に
関
す
る
専
門
的
な
テ
キ
ス
ト
は
中
国
へ
と
伝
播
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後

の
七
世
紀
中
頃
か
ら
末
に
か
け
て
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
へ
と
遊
学
し
た
玄
奘
三
蔵
と
、
義
浄
三
蔵
の
報
告
で
は
、
さ
き
の
八
つ
の
診
療
科

目
に
も
と
づ
い
た
医
方
明
（

）
が
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
医
方
明
の
診
療
科
目
が
、
現
代
の
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
根
本
聖
典
と
な
っ
て
い
る
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ

タ
ー
』（

・

三

四
世
紀
成
立
）『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』（

・

五
世
紀
成
立
）
と
同
様
の
科
目

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
も
内
容
的
に
は
、
お
お
よ
そ
こ
れ
ら
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

５

中
国
へ
と
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
播
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て

で
は
こ
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
、
玄
奘
三
蔵
や
義
浄
三
蔵
が
見
聞
し
た
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
と
く
に
義
浄
三
蔵
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
そ
の
八
つ
の
診
療
科
目
（
八
術
）
は
、
八
部
の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
あ
る
人
が
そ
れ
を
要
約
し
、
一
冊

（
一
夾
）
の
テ
キ
ス
ト
に
し
た
。
イ
ン
ド
（
五
天
）
で
は
、
み
な
こ
の
医
学
を
な
ら
い
技
術
を
修
め
て
い
る
。
た
だ
こ
の
医
学
を
な
ら
い

修
め
る
と
、
そ
れ
を
生
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
西
イ
ン
ド
で
は
医
師
が
尊
ば
れ
、
か
ね
て
商
客
を
重
ず
る
の
で
殺
害
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
そ
し
て
、
自
分
に
も
利
益
が
あ
り
、
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
医
方
明
の
功
学
を
用
い
て
人
を
救
っ
て
も
、
こ
れ

は
僧
侶
の
正
業
で
は
な
い
の
で
、
悩
ん
だ
末
に
こ
れ
を
棄
て
て
し
ま
っ
た
」
＊

と
い
う
。

さ
き
の
よ
う
に
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
僧
院
で
は
、
五
明
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
学
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
義
浄
三
蔵
自
身
も
医
方

明
を
学
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
義
浄
三
蔵
は
、
こ
の
医
方
明
の
功
学
が
、
僧
侶
の
正
業
で
は
な
い
と
し
て
、

そ
の
医
方
明
を
棄
て
た
と
い
う
。
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こ
こ
に
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
と
、
医
学
に
関
す
る
専
門
的
な
テ
キ
ス
ト
が
伝
播
し
な
か
っ
た
理
由
の
片
鱗
が
見
え
る
。
義
浄
三
蔵
の
言

葉
に
従
え
ば
、
僧
侶
の
目
的
は
、
ま
ず
自
ら
が
生
死
の
輪
廻
を
越
え
、
自
ら
実
践
し
た
そ
の
教
え
を
世
間
へ
と
伝
え
広
め
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
医
学
に
よ
る
救
済
が
目
的
で
は
な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
と
同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
お
釈
迦
さ
ま
が
、
拘

彌
に
住
し
て
い
る
時
に
、
病
気
の

治
し
方
を
熟
知
し
て
い
た
闡
陀
母
と
い
う
比
丘
尼
が
、
王
家
・
大
臣
家
・
居
士
家
な
ど
に
出
入
り
し
、
妊
産
婦
の
胎
病
や
、
眼
病
、
吐
下

の
治
療
を
し
た
り
、
咽
喉
の
は
れ
を
薬
煙
で
熏
じ
、
鼻
を
塩
水
や
薬
の
油
で
灌
ぎ
、
ま
た
患
部
を
刀
で
切
開
し
す
る
な
ど
外
科
の
治
療
を

し
て
、
多
く
の
患
者
を
治
癒
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
治
療
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
供
養
を
得
た
と
い
う
。

し
か
し
、
お
釈
迦
さ
ま
は
、『
こ
の
よ
う
な
治
療
は
、
出
家
の
用
い
る
法
で
は
な
く
、
医
師
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
今
後
は
医
師
の
よ

う
に
活
命
を
目
的
と
す
る
医
療
は
許
さ
な
い
。
若
し
比
丘
や
比
丘
尼
が
医
師
の
よ
う
に
治
療
す
る
な
ら
ば
、
比
丘
は
越
毘
尼
の
罪
、
比
丘

尼
な
ら
波
夜
提
の
罪
に
あ
た
る
』
と
し
て
禁
じ
て
い
る
。
た
だ
し
病
人
に
そ
の
治
療
法
を
教
語
す
る
こ
と
は
許
し
た
」
＊

と
い
う
。

こ
こ
で
注
目
す
る
こ
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
は
、
僧
侶
の
医
師
の
よ
う
に
活
命
を
目
的
と
す
る
医
療
を
禁
じ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
比
丘

尼
は
波
夜
提
の
罪
、
比
丘
は
越
毘
尼
の
罪
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
五
衆
罪
の
一
つ
で
突
吉
羅
（
・

）
の
罪
で
、
共
に
軽
い
罪

で
懺
悔
す
れ
ば
減
罪
す
る
が
、
懺
悔
し
な
け
れ
ば
悪
趣
へ
と
堕
ち
る
過
ち
で
、
善
い
行
い
を
障
礙
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
＊

つ
ま
り
、
戒
を
設
け
て
こ
れ
を
禁
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
当
時
に
闡
陀
母
比
丘
尼
の
よ
う
に
、
活
明
の
目
的
で
医
療
を
し
た
僧
侶

が
多
く
あ
り
、
ま
た
教
団
と
王
家
・
大
臣
家
・
居
士
家
な
ど
と
の
間
に
問
題
が
生
じ
て
い
た
思
わ
れ
る
。
義
浄
三
蔵
が
、
自
身
が
学
ん
だ

医
方
明
を
棄
て
た
と
い
う
真
意
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
義
浄
三
蔵
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
す
る
以
前
、
南
海
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
に
到
達
し
た
と
き
、
イ
ン
ド
の
僧
侶
の
袈
裟
衣
の
様

式
と
、
自
身
の
い
で
立
ち
の
違
い
に
、
イ
ン
ド
の
僧
侶
に
「
袈
裟
は
ど
れ
で
す
か
」
と
質
問
を
す
る
。
す
る
と
「
袈
裟
と
は
イ
ン
ド
の
言

葉
で
は
、
褐
色
（
・

）
と
い
う
色
の
名
称
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
が
袈
裟
と
い
っ
て
い
る
も
の
は
、
イ
ン
ド
で
は
支
伐
羅
（

）
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と
い
い
、
一
枚
は
腰
巻
き
で
現
在
の
ル
ン
ギ
ー
、
も
う
一
枚
は
上
半
身
を
つ
つ
む
小
型
の
シ
ョ
ー
ル
、
改
ま
っ
た
席
で
は
二
つ
折
り
に
し

肩
に
か
け
、
三
枚
目
は
外
套
用
の
大
型
の
シ
ョ
ー
ル
だ
」
と
い
わ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
。
＊

在
印
十
年
を
経
て
帰
国
し
た
義
浄
三
蔵
が
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
五
十
巻
な
ど
、
有
部
律
に
関
す
る
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
持
ち

帰
り
訳
出
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
の
経
験
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

６

ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

さ
て
中
国
へ
と
医
方
明
の
専
門
的
な
テ
キ
ス
ト
が
伝
播
し
な
か
っ
た
理
由
は
お
よ
そ
理
解
で
き
た
。
ま
た
義
浄
三
蔵
が
、
帰
国
し
有
部

律
の
訳
出
に
生
涯
を
捧
げ
た
理
由
も
お
よ
そ
理
解
で
き
た
。
で
は
そ
の
医
方
明
の
テ
キ
ス
ト
、
義
浄
三
蔵
を
し
て
「
近
日
人
あ
り
て
、
略

し
て
一
夾
な
す
」
と
い
わ
し
め
た
テ
キ
ス
ト
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

近
年
の
研
究
で
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
グ
バ
タ
（

・

）
の
『
八
科
精
髄
集
』（

・
・

・

・

・

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
七
世
紀
に
成
立
し
、
さ
き
に
あ
げ
た
イ
ン
ド

の
二
大
古
典
医
学
書
で
あ
る
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
含
ま
れ
る
医
学
的
知
識
を
集
大
成
し

た
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
き
の
二
書
に
こ
の
『
八
科
精
髄
集
』
を
加
え
て
、
イ
ン
ド
で
は
三
大
医
学
書
と
呼
ば
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
八
科
精
髄
集
』
が
医
学
の
理
論
と
臨
床
の
双
方
を
扱
い
な
が
ら
、
二
つ
の
古
典
を
う
ま
く
折
衷
し
読
み
や
す
い
た
め

に
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
僧
院
の
よ
う
な
総
合
大
学
的
な
教
育
機
関
で
は
最
適
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
イ
ン
ド
国
外
へ
も

伝
え
ら
れ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
も
八
世
紀
後
半
に
は
所
収
さ
れ
、
九
世
紀
半
ば
の
ペ
ル
シ
ャ
人
の
医
師
ア
ッ
・
タ
バ
リ
ー
が
ア
ラ
ビ

ア
語
で
著
し
た
『
知
恵
の
楽
園
』
に
イ
ン
ド
医
学
に
関
す
る
部
分
で
『
八
科
精
髄
集
』
に
も
と
づ
く
記
述
が
あ
り
、
す
で
に
八
世
紀
に
は

ア
ラ
ビ
ア
語
に
訳
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
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し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
医
方
明
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
は
漢
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
重
要
性
を
物
語

る
事
実
と
し
て
、
現
在
の
イ
ン
ド
国
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
ア
シ
ュ
タ
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ー
（

）
医
学
派
に
属
す
る
ナ
ン
ブ
ー
デ
ィ

リ
・
バ
ラ
モ
ン
で
実
践
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
＊

こ
れ
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
義
浄
三
蔵
が
「
近
日
人
あ
り
て
、
略
し
て
一
夾
な
す
」
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
、『
八
科
精
髄
集
』
で
あ

り
、
ま
た
イ
ン
ド
（
五
天
）
で
は
、
み
な
こ
の
医
学
を
な
ら
い
技
術
を
修
め
て
い
る
、
と
い
っ
た
理
由
が
理
解
で
き
た
と
思
う
。

そ
し
て
ま
た
、
義
浄
三
蔵
は
、
そ
の
当
時
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
行
わ
れ
て
い
た
、
具
体
的
な
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

報
告
し
て
い
る
。

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』「
進
薬
方
法
二
十
八
」
に
「
四
大
の
不
調
に
は
、
一
に
窶

（
く
ろ

地
大
）、
二
に
は
燮
跛
（

水
大
）、
三
に
は
畢

（

火
大
）、
四
に
は
婆

（

風
大
）
の
四
つ
が
あ
り
、
一
は
地
大
が
増
大
し
て
身
体
が
肥
る
地
大

病
、
二
に
は
水
大
が
積
も
っ
て
下
痢
を
し
た
り
浮
腫
ん
だ
り
す
る
水
大
病
、
三
に
は
火
大
が
盛
ん
に
な
り
発
熱
や
頭
痛
、
ま
た
心
臓
循
環

器
系
の
火
大
病
、
四
に
は
風
大
が
動
い
て
呼
吸
器
系
の
病
気
や
、
身
体
の
各
部
が
痛
む
な
ど
の
風
大
病
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
中
国
で
は
沈

重
、
痰

、
熱
黄
、
気
発
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
あ
る
」
＊

と
い
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
臨
床
に
つ
い
て
「
一
般
的
な
臨
床
の
現
場
で
は
、
四
大
に
地
大
を
加
え
な
い
、
風
大
（
風
）
・
火
大
（
熱
）
・

水
大
（

）
の
病
因
論
に
よ
る
応
用
が
行
わ
れ
、
病
気
の
種
類
も
気
発
・
熱
黄
・
痰

の
三
種
と
し
て
、
地
大
の
沈
重
（
身
体
の
意
味
）

は
水
大
の
痰

と
同
様
に
考
え
、
別
に
地
大
を
数
え
な
い
」
と
い
う
。

つ
ま
り
、
当
時
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
仏
教
医
学
は
、
正
し
く
は
四
大
要
素
の
理
論
（

・

）
の
基
礎
概
念
に
よ
っ
て
病

気
の
原
因
と
治
療
を
考
え
、
四
大
に
支
え
ら
れ
た
身
体
観
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
の
治
療
理
論
と
し
て
は
、
現
代
イ
ン
ド
の

ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
と
同
様
に
風
大
（

：
以
下
は
ヴ
ァ
ー
タ
）
・
火
大
（

：
以
下
は
ピ
ッ
タ
）
・
水
大
（

：
以
下

は
カ
パ
）
の
三
大
要
素
の
理
論
（

・

：
以
下
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
）
に
よ
る
医
療
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
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る
。

７

イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
に
見
え
る
四
大
の
治
療
理
論
に
つ
い
て

さ
て
こ
れ
ら
の
義
浄
三
蔵
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
は
、
四
大
要
素
に
よ
る
病
因
論
は
残
っ
て
い
た
が
、
実
際

の
治
療
理
論
と
し
て
は
、
ヴ
ァ
ー
タ
（
風
大
）
・
ピ
ッ
タ
（
火
大
）
・
カ
パ
（
水
大
）
の
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
（
三
大
要
素
の
理
論
）

が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

で
は
こ
の
七
世
紀
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
、
さ
き
の
「
四
大
の
不
調
に
は
、
一
に
窶

（

地
大
）、
二
に
は

燮
跛
（

水
大
）、
三
に
は
畢

（

火
大
）、
四
に
は
婆

（

風
大
）
の
四
つ
が
あ
り
、
一
は
地
大
が
増
大
し
て
身

体
が
肥
る
地
大
病
、
二
に
は
水
大
が
積
も
っ
て
下
痢
を
し
た
り
浮
腫
ん
だ
り
す
る
水
大
病
、
三
に
は
火
大
が
盛
ん
に
な
り
発
熱
や
頭
痛
、

ま
た
心
臓
循
環
器
系
の
火
大
病
、
四
に
は
風
大
が
動
い
て
呼
吸
器
系
の
病
気
や
、
身
体
の
各
部
が
痛
む
な
ど
の
風
大
病
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
中
国
で
は
沈
重
、
痰

、
熱
黄
、
気
発
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
あ
る
」
と
い
う
仏
教
本
来
の
医
学
的
な
知
識
で
あ
る
四
大
要
素
の
病
因
論

が
如
何
な
る
も
の
か
、
七
世
紀
以
前
に
訳
出
さ
れ
た
律
蔵
に
見
ら
れ
る
四
大
要
素
の
病
因
論
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。（
こ
こ

で
は
四
大
に
関
す
る
記
述
の
流
れ
を
見
る
た
め
に
、
七
世
紀
以
降
の
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
と
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」

を
加
え
て
い
る
。）

『
十
誦
律
』
巻
第
二
（
後
秦
北
天
竺
三
蔵
弗
若
多
羅
、
羅
什
共
訳
、
四
〇
四
年

四
〇
九
年
）

「
病
者
と
は
、
四
大
が
増
減
し
て
諸
々
の
苦
悩
を
受
け
る
の
で
あ
る
」
＊

『
四
分
律
』
巻
第
五
十
一
（
後
秦
北
天
竺
三
蔵
仏
陀
耶
舍
、
竺
仏
念
共
訳
、
四
一
〇
年

四
一
二
年
）

「
こ
の
身
体
は
四
大
が
合
成
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
大
に
よ
る
身
体
が
異
な
る
の
は
、
四
大
の
合
成
の
仕
方
が
異
な



─ ─

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
四
大
に
よ
る
身
体
か
ら
、
心
が
起
き
て
化
作
し
、
身
体
の
諸
根
肢
節
の
働
き
が
備
わ
る
の
で
あ
る
」
＊

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
十
（
東
晋
天
竺
三
蔵
仏
陀
跋
羅
、
法
賢
共
訳
、
四
一
六
年

四
一
八
年
）

「
病
気
に
は
四
百
四
病
が
あ
る
。
風
病
に
百
一
あ
り
、
火
病
に
百
一
、
水
病
に
百
一
、
雑
病
に
百
一
が
あ
る
。
そ
し
て
、
風
病
の
治
療
に

は
油
・
脂
を
用
い
、
熱
病
に
は
酥
を
用
い
、
水
病
に
は
蜜
を
用
い
、
雑
病
に
は
そ
れ
ら
三
種
薬
を
用
い
る
」
＊

『
五
分
律
』
巻
第
十
五
（

賓
国
三
蔵
仏
陀
什
訳
、
四
二
三
年
）

「
病
人
と
は
、
四
大
が
増
損
し
て
飲
食
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ず
。
や
が
て
気
息
が
衰
弱
し
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
」
＊

『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
巻
第
十
六
（
唐
三
蔵
義
浄
訳
、
六
九
五
年

七
一
三
年
）

「
一
切
有
情
の
身
体
は
、
み
な
四
大
が
合
す
る
に
よ
る
」
＊

『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」

五

シ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
粘
液
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

六

シ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
風
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

七

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、（
胆
汁
な
ど
三
つ
の
）
聚
和
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

八

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
時
候
の
変
化
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

九

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
逆
運
の
逢
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

十

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
痙
攣
性
の
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

一
一

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
業
異
熟
性
の
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

と
。（
中
略
）

一
三

胆
汁
、
粘
液
、
風
と
（
三
種
の
）
聚
和
と
、
時
候
と
、
逆
運
、
痙
攣
、
業
異
熟
に
よ
り
て
第
八
な
り
と
。
＊

こ
の
六
つ
の
文
献
を
整
理
す
る
と
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
「
病
気
に
は
、
四
大
の
増
減
に
よ
っ
て
、
そ
の
各
々
に
百
一
の
病
が
あ
る
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の
で
、
全
体
で
四
百
四
病
が
あ
る
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
風
病
は
油
・
脂
、
熱
病
は
酥
、
水
病
は
蜜
、
雑
病
は
油
・
脂
、
酥
、
蜜
な
ど
の

三
種
薬
を
用
い
る
」
な
ど
の
具
体
的
な
治
療
法
ま
で
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
漢
訳
文
献
に
は
四
大

に
よ
る
病
因
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
で
は
、
と
く
に
漢
訳
文
献
で
は
具
体
的
な
記
述
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
病
気
の
原
因
に
関
す
る
八
つ
の

原
因
（
八
因
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

１
に
四
つ
の
中
心
的
病
因

内
因

ピ
ッ
タ
（

）

火
大

胆
汁
素

カ
パ
（

）

水
大

粘
液
素

ヴ
ァ
ー
タ
（

）

風
大

体
風
素

三
つ
の
組
合
せ
（
聚
和
、

）

地
大

等
分

２
に
他
の
四
つ
の
外
因

時
候
（
季
節
、
・

）

異
常
な
行
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
（
逆
運
、
・

）

外
因
性
の
事
故
（
痙
攣
、

）

過
去
の
行
為
の
結
果
（
業
、

）

こ
こ
で
は
１
の
四
つ
の
内
因
と
、
２
の
四
つ
の
外
因
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
１
の
四
つ
の
内
因
に
は
漢
訳
文
献
と
同
様
に
、
地

大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
に
よ
る
病
因
論
が
示
さ
れ
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
以
前
の
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
は
、
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
に
よ
っ

て
、
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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８

仏
教
医
学
の
四
大
か
ら
三
大
の
治
療
理
論
に
つ
い
て

で
は
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
ヴ
ァ
ー
タ
（
風
大
）
・
ピ
ッ
タ
（
火
大
）
・
カ
パ
（
水
大
）
の
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ

理
論
（
三
大
要
素
の
理
論
）
に
よ
る
病
因
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
さ
き
に
あ
げ
た
イ
ン
ド
の
二
大
古
典
医
学
書
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ

タ
ー
』
に
見
え
る
病
因
論
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

「
ヴ
ァ
ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
が
身
体
的
な
病
素
の
す
べ
て
で
あ
る
」

「
病
気
に
は
四
種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
因
性
の
病
気
と
、
ヴ
ァ
ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
を
原
因
と
す
る
（
三
種
の
内
因
性
の
病
気
）

で
あ
る
」
＊

○
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

「
人
間
（

・

）
は
特
殊
な
疾
病
の
容
器
で
あ
る
。
人
間
に
悩
み
や
痛
み
の
源
を
な
す
も
の
は
疾
病
と
称
さ
れ
る
。
疾
病
に
は
四

種
、
す
な
わ
ち
、
外
因
性
（
偶
発
的
、

）、
身
体
的
（

）、
精
神
的
（

）
と
、
自
然
的
（

）
で
あ
る
。

（
中
略
）
精
神
と
肉
体
と
は
、
上
述
の
不
調
違
和
の
座
で
あ
っ
て
、
そ
の
両
者
は
個
々
に
働
き
、
ま
た
は
一
緒
に
働
く
。

浄
化
と
疾
病
を
起
す
体
液
失
調
の
鎮
静
、
お
よ
び
餌
食
と
行
為
の
摂
生
は
、
疾
病
を
克
服
す
る
た
め
に
適
当
に
用
い
ら
れ
な
け
れ
ね
ば

な
ら
な
い
四
要
素
で
あ
る
」

「
然
る
に
苦
を
与
え
る
も
の
を
病
と
称
す
る
。
病
に
は
偶
発
的
、
身
体
的
、
精
神
的
、
及
び
自
然
的
の
四
類
あ
り
。
こ
の
中
の
偶
発
的
と

は
、
外
傷
に
よ
っ
て
起
る
病
な
り
。
身
体
的
と
は
、
飲
食
物
よ
り
起
り
、
或
は
体
風
素
（

）、
胆
汁
素
（

）、
粘
液
素

（

）、
及
び
血
液
の
熟
れ
が
、
一
、
二
、
三
、
若
し
く
は
総
て
が
異
常
的
変
化
を
来
し
、
そ
の
均
衡
を
失
っ
た
た
め
に
起
る
病
な

り
」
＊
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こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
の
古
典
医
学
は
、
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
さ
き
の
ナ
ー
ラ
ン

ダ
僧
院
で
見
ら
れ
た
「
四
大
に
地
大
を
加
え
な
い
、
風
大
（
風
）
・
火
大
（
熱
）
・
水
大
（

）
の
病
因
論
」
よ
り
は
医
学
的
な
知
識
と

し
て
は
格
段
の
進
歩
を
見
せ
て
い
る
が
、
病
因
論
と
し
て
は
同
様
の
医
療
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
の
古
典
医
学
を
、
現
代
で
は
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
と
総
称
し
、
そ
の
具
体
的
な
考
え
方
は
、
私
た

ち
は
母
の
胎
内
で
生
を
受
け
た
直
後
か
ら
、
先
天
的
に
体
質
や
気
質
が
決
ま
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
体
質
や
気
質
を
決

定
す
る
要
素
が
、
ヴ
ァ
ー
タ
・
ピ
ッ
タ
・
カ
パ
の
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
関
係
で
示
さ
れ
、
ヴ
ァ
ー
タ
の
要
素
が
多
け

れ
ば
ヴ
ァ
ー
タ
体
質
と
、
ピ
ッ
タ
体
質
、
カ
パ
体
質
と
、
ま
た
は
ヴ
ァ
ー
タ
・
ピ
ッ
タ
・
カ
パ
の
複
合
型
の
体
質
と
い
う
よ
う
に
、
ト

リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
に
も
と
づ
い
て
理
解
す
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
自
分
の
体
質
に
適
し
た
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
き
に
は
健
康
的
で
、
逆

に
何
れ
か
の
ド
ー
シ
ャ
を
増
や
す
よ
う
な
不
適
当
な
食
事
や
、
節
制
を
怠
っ
た
り
す
る
と
、
ド
ー
シ
ャ
の
う
ち
何
れ
か
が
増
加
し
、
ト

リ
・
ド
ー
シ
ャ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
健
康
を
害
す
る
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
カ
パ
の
要
素
に
は
甘
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
に
、
カ
パ
体
質
の
人
が
甘
い
物
を
食
べ
過
ぎ
る
と
カ
パ
病
（
水
大
病
）

に
罹
り
や
す
く
、
こ
の
体
質
の
人
は
現
代
医
学
で
い
う
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
ピ
ッ
タ
の
要

素
に
は
辛
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
ピ
ッ
タ
体
質
の
人
が
辛
い
物
を
食
べ
過
ぎ
る
と
ピ
ッ
タ
病
（
火
大
病
）
に
罹
り
や
す
く
、
心
臓
な
ど

の
循
環
系
の
病
気
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
体
質
に
適
し
た
食
事
と
、
季
節
や
時
間
に
基
づ
い
た
生
活
が
ア
ー
ユ

ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
医
学
の
治
療
法
で
あ
り
、
そ
の
治
療
を
支
え
て
い
る
の
が
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
（
三
大
の
要
素
）
理
論
な
の
で
あ
る
。
＊

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の
仏
教
医
学
が
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
七
世
紀
頃
の
医
療
を
境
に
、
四
大
要
素
の
理
論
に
支
え
ら
れ
た
病
因

論
か
ら
、
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
（
三
大
要
素
）
理
論
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
へ
と
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
期
を
境
に
、
義
浄
三
蔵
が
「
近
日
人
あ
り
て
、
略
し
て
一
夾
な
す
」
と
い
っ
た
『
八
科
精
髄
集
』
が
、
医
方
明
の
テ



─ ─

キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
四
大
要
素
の
理
論
か
ら
、
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
（
三
大
要
素
）
理
論
に
支
え
ら
れ

た
病
因
論
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

９

仏
教
医
学
の
治
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

さ
て
こ
の
よ
う
な
四
大
要
素
の
理
論
や
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
（
三
大
要
素
）
理
論
に
支
え
ら
れ
た
医
療
の
、
具
体
的
な
治
療
の
あ
り
方

は
、
基
本
的
に
は
未
病
を
癒
す
と
い
う
養
生
の
考
え
方
に
徹
し
て
お
り
、
身
体
の
不
調
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
さ
き
の
よ
う
に
そ
の
ヒ
ト

の
体
質
に
適
し
た
食
事
と
、
季
節
や
時
間
帯
に
も
と
づ
い
た
生
活
に
よ
っ
て
癒
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
養
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
ま
ず
「
八
、
朝
嚼
歯
木
」
に
は
「
早

朝
に
起
き
た
な
ら
、
八
指
か
ら
十
二
指
の
長
さ
で
、
小
指
ほ
ど
の
太
さ
の
歯
木
（

・
・

）
の
先
を
、
よ
く
嚼
ん
で
柔
ら
か
く

し
、
そ
れ
で
歯
を
磨
く
。
磨
き
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
歯
木
を
半
分
に
引
き
裂
き
箆
の
よ
う
に
し
て
、
舌
の
上
を
数
回
刮
る
。
ま
た
は
別
に

銅
や
鉄
で
舌
を
刮
る
箆
（
へ
ら
）
を
作
り
刮
っ
て
も
よ
い
。

そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
水
で
よ
く
口
を
す
す
ぎ
、
続
い
て
鼻
か
ら
水
を
吸
い
込
み
、
鼻
か
ら
水
を
飲
む
。
こ
れ
は
龍
樹

菩
薩
の
長
年
の
養
生
術
で
あ
る
。
こ
れ
は
辛
そ
う
で
あ
る
が
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。
永
く
習
慣
に
し
て
し
ま

え
ば
病
気
に
な
る
こ
と
が
少
な
い
。

こ
の
よ
う
に
歯
を
磨
い
て
い
れ
ば
、
歯
根
に
つ
く
歯
垢
も
た
ま
ら
な
い
。
ま
た
歯
を
磨
い
た
後
に
お
湯
で
口
を
す
す
く
な
ら
、
口
の
中

は
清
潔
に
な
り
、
終
身
ま
で
自
分
の
歯
で
食
事
が
で
き
る
」
＊

と
い
う
。

ま
た
「
九
、
受
斎
軌
則
」
に
は
「
食
事
の
方
法
は
、
食
事
を
す
る
前
に
必
ず
生
薑
と
塩
を
い
た
だ
く
。
生
薑
は
親
指
の
あ
た
ま
ほ
ど
ス

ラ
イ
ス
一
、
二
片
は
、
塩
は
葉
の
上
に
匙
一
杯
ま
た
は
半
分
ほ
ど
お
き
、
そ
の
塩
を
つ
け
て
い
た
だ
く
。
そ
の
後
暫
く
し
て
か
ら
食
事
を

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
消
化
が
助
け
ら
れ
る
」
＊

と
い
う
。
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ま
た
「
二
十
七
、
先
体
病
源
」
に
は
「
お
お
よ
そ
四
大
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
身
体
の
病
気
は
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
過
ぎ
に
よ
っ
て

起
こ
り
、
あ
る
い
は
内
蔵
の
疲
労
が
た
ま
っ
て
生
ず
る
。
ま
た
前
日
に
食
べ
た
も
の
が
消
化
し
な
い
う
ち
に
食
事
を
し
た
り
、
時
間
が
来

た
か
ら
と
い
っ
て
食
欲
が
な
い
の
に
食
事
を
す
る
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
不
節
制
に
よ
っ
て
体
調
が
崩
れ
る
」
＊

と
い
う
。

ま
た
「
二
十
八
、
進
薬
方
法
」
に
は
「
病
気
の
徴
候
を
知
る
に
は
、
明
け
方
に
起
床
し
て
身
体
の
状
態
を
感
じ
な
さ
い
。
も
し
四
大
の

不
調
を
感
じ
た
な
ら
、
ま
ず
朝
の
う
ち
は
食
べ
物
を
摂
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
と
き
に
の
ど
が
渇
く
ほ
ど
水
が
飲
み
た
く
と
も
、
決

し
て
水
も
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
遵
守
し
て
、
そ
の
ま
ま
体
調
を
観
察
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
一
両
日
の
あ
い
だ
断
食
す
る
な
り
、
四
、
五
日
の
あ
い
だ
続
け
て
明
け
方
に
起
床
し
て
体
調
を
観
察
し
て
い
て
、

そ
れ
で
も
不
調
を
感
じ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
や
め
て
良
い
。
こ
れ
が
病
気
の
徴
候
を
知
る
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
と
き
昨
日
食
べ
た
も
の
が
消
化
し
て
い
な
い
よ
う
（
宿
食
）
に
感
じ
た
な
ら
、
ま
ず
腹
部
を
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
か
ら

適
量
の
白
湯
を
飲
ん
で
、
暫
く
し
て
か
ら
指
を
つ
か
っ
て
そ
の
白
湯
を
吐
き
ま
す
。
こ
れ
を
数
回
く
り
返
し
、
お
昼
頃
に
な
れ
ば
冷
た
い

水
を
飲
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
。
そ
の
と
き
、
も
し
水
な
ど
を
飲
む
の
で
あ
れ
ば
、
乾
燥
さ
せ
た
生
薑
の
お
湯
を
飲
む
方
が
最
適
で
あ

る
。そ

し
て
、
そ
の
日
一
日
は
断
食
し
て
、
明
朝
に
な
っ
て
食
欲
が
あ
れ
ば
お
粥
な
ど
を
食
べ
る
と
よ
い
。
も
し
食
欲
が
な
け
れ
ば
、
水
な

ど
を
飲
ん
で
様
子
を
見
る
と
よ
い
」
＊

と
い
う
。

以
上
の
記
述
は
、
お
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
以
前
の
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
実
践
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
時
代
の
具
体
的
な
治
療
の

あ
り
方
で
あ
り
、
四
大
に
不
調
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
そ
の
ヒ
ト
の
体
質
に
適
し
た
食
事
と
、
季
節
や
時
間
帯
に
も
と
づ
い
た
養
生
生
活

を
示
し
て
い
る
。

◆
エ
ピ
ロ
ー
グ
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と
こ
ろ
で
、
こ
れ
と
同
様
の
養
生
生
活
が
現
代
イ
ン
ド
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
お
よ
そ
二
〇
年
ほ
ど

前
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ヨ
ー
ガ
・
ア
ッ
シ
ュ
ラ
ム
で
数
ヶ
月
の
間
修
行
し
た
際
に
、
そ
こ
で
は
、
さ
き
の
よ
う
な
歯
木
や
舌
を
刮
る
タ
ー

ン
グ
ス
レ
ー
パ
ー
の
作
法
や
、
薄
い
塩
水
で
鼻
中
を
す
す
ぐ
作
法
、
＊

ま
た
斎
時
に
従
っ
て
午
前
中
に
一
食
の
食
事
を
摂
る
と
き
、

ピ
ッ
タ
の
消
化
酵
素
が
よ
く
分
泌
さ
れ
る
お
昼
前
に
、
生
薑
の
ス
ラ
イ
ス
に
塩
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
二
〇
分
ほ
ど
し
て
か
ら
食
事
を
摂

る
作
法
、
ま
た
明
け
方
の
サ
ッ
ト
バ
と
呼
ば
れ
て
、
自
然
環
境
を
は
じ
め
心
身
の
純
粋
な
時
間
帯
に
起
床
し
、
瞑
想
を
し
な
が
ら
体
調

（
四
大
の
不
調
和
）
を
観
察
す
る
作
法
や
、
も
し
胃
腸
に
未
消
化
な
も
の
を
感
じ
た
ら
一
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
の
白
湯
に
塩
を
入
れ
て
飲
み
干

し
、
指
を
つ
か
っ
て
そ
の
飲
み
干
し
た
白
湯
を
吐
き
胃
の
中
の
ア
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
不
純
物
を
排
泄
さ
せ
る
作
法
や
、
そ
の
後
に
乾
燥
さ

せ
た
生
薑
の
お
湯
を
飲
む
作
法
な
ど
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。

私
は
こ
れ
ら
の
作
法
を
現
在
で
も
継
続
し
て
い
る
が
、
こ
の
義
浄
三
蔵
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
単
な
る
ヨ
ー

ガ
の
奇
抜
な
作
法
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
は
一
三
〇
〇
年
前
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
実
践
さ
れ
て
い
た
僧
侶
の
養
生
生
活
の
作
法

で
、
仏
教
医
学
の
理
に
叶
っ
た
も
の
だ
と
知
っ
て
安
心
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
現
代
の
私
た
ち
に
向
け
て
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
は
、
仏
教
と
い
う
宗
教
の
思
想
信
条
が
、
宗
教
者
と
し

て
の
生
活
レ
ベ
ル
で
実
践
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
仏
教
で
は
な
く
、
単
な
る
思
想
信
条
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
代
に
あ
っ
て
、
仏
教
と
い
う
宗
教
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
。
仏
教
と
い
う
宗
教
が
も
っ
て
い
る

機
能
的
な
側
面
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
現
代
人
の
宗
教
的
な
ニ
ー
ズ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
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『
週
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ダ
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＊
２
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昭
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定
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八
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医
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昭
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昭
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定
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年

『
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事
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版
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昭
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定
本
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定
本
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昭
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定
本
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版
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年

＊

大
正
四
六

四
七
一

＊

大
正
四
六

五
〇
五

＊
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正
四
六

一
〇
六

＊

大
正
四
六
一
〇
六

＊

『
大
谷
大
学
研
究
年
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治
病
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の
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九
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年

＊

大
正
三

四
六
六

＊

大
正
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＊

大
正
二
二
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六
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＊

『
古
代
イ
ン
ド
の
苦
行
と
癒
し
』
九
六
頁

＊

『
古
代
イ
ン
ド
の
苦
行
と
癒
し
』
六
九
頁

織
田
『
仏
教
大
辞
典
』
五
七
三
頁
ー
二

＊

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
第
二
十
七
「
先
體
病
源
」、
二
十
八
「
進
薬
方
法
」
大
正
五
四
二
二
三
頁

二
二
四
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
矢
野
道
夫
訳
世
界
の
名
著
『
イ
ン
ド
医
学
概
論
』
二
三
四
頁
朝
日
出
版
社
一
九
八
八
年
以
下

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
略
称

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
大
地
原
誠
玄
訳
『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』
一
ー
二
頁
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
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九
七
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年
以
下
『
ス
シ
ュ
ル
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・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
略
称

＊

大
正
五
四

二
二
三

＊

大
正
二
二

五
三
一

＊

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』

三
九
二
七
頁

三
九
二
八
頁
、
四
一
七
八
頁

＊

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』「
受
斎
軌
則
」
九

大
正
五
四

二
一
一

『
図
説
イ
ン
ド
神
秘
辞
典
』
一
五
九
頁

一
六
九
頁

講
談
社

一
九
九
九
年

＊

『
古
代
イ
ン
ド
の
苦
行
と
癒
し
』
七
〇
頁
と
九
五
頁
、『
イ
ン
ド
医
学
概
論
』
朝
日
出
版
社
解
説

＊

大
正
五
四

二
二
四

＊

大
正
二
三
一
〇

＊

大
正
二
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九
六
四

＊

大
正
二
二
三
一
六

＊

大
正
二
二
一
〇
一
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＊

大
正
二
四

八
一

＊

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
十
五
巻

相
応
部
経
典
六
處
篇

第
二
受
相
応
百
八
理
品
三
五
五
頁

三
五
六
頁

＊

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
三
七
頁

＊

『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
一
篇

総
説
篇

一

六
頁

＊

幡
井

勉
編
『
生
命
の
科
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
』
柏
樹
社
一
九
九
〇
年

・
ク
ト
ム
ビ
ア
『
古
代
イ
ン
ド
医
学
』
出
版
科
学
総
合
研
究
所
一
九
八
八
年

＊

大
正
五
四

二
〇
八

＊

大
正
五
四

二
〇
九

＊

大
正
五
四

二
二
三

＊

大
正
五
四

二
二
四

＊

写
真
は
鼻
腔
を
塩
水
で
洗
う
作
法
と
、
タ
ン
グ
ス
レ
ー
パ
で
舌
を
刮
る
作
法
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（
こ
の
小
論
は
第
五
十
七
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
で
発
表
し
た
論
考
を
整
理
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）


